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　チモシー採草地の植生悪化が大きな問題となっています。道総研では過去に、植生改善のための草地更新
マニュアルを発行してきました。しかし、植生悪化への適切な対応は、草地更新の時だけでなく、その後の維
持管理の時にも求められます。今回は2022年に提案された成績（研究成果名：「更新後草地におけるチモシー
の維持対策」）を元に、施肥ガイドに準じた化学肥料とスラリーからの施用養分量が草地の必要量を超えない
施用法によるチモシーの維持効果について、現場実証した内容をお伝えします。
　実証圃場として、釧路・根室管内のチモシー主体採草地
３カ所（Ａ：2021年更新（除草剤使用）、Ｂ、Ｃ：2020年
更新（Ｂ：除草剤使用、Ｃ：除草剤未使用））を設置しま
した。試験処理は、慣行区（スラリー、化学肥料の施用量
は農家慣行）と、実証区（化学肥料施用量は施肥ガイドに
準拠）の2処理としました（写真１）。
　調査の結果、各圃場における実証区の年間窒素施用量は
慣行区に比べ３－６㎏ /10少ない傾向にありましたが、Ａ
圃場の2024、2025、Ｂ、Ｃ圃場の
2025年では差が小さくなりました。
実証区の年間リン酸およびカリ施
用量は土壌分析値による施肥対応
やスラリー由来の供給により、慣
行区に比べ増減しました（表１）。
A圃場では慣行区でも良好な植生
が維持されたため処理区間の差は
小さい一方で、Ｂ、Ｃ圃場では、2025年秋の段階で、慣行区より実証区で播種牧草（TY＋マメ科）の冠部被
度が高い傾向にありました。ただし、Ｃ圃場では両区とも2023年秋以降はイネ科雑草が主体となりました。Ｃ

圃場では更新時に除草剤を使用して
いなかったことから、残存した地下
茎イネ科雑草を抑えきれなかったと
考えられ、改めて更新時の適切な雑
草対策の重要性が確認されました

（図１）。以上の結果から、更新時に
適切な雑草対策をし、維持管理時に
適切な施肥管理をした圃場では更新
５、６年目でも播種牧草の冠部被度
が概ね80％以上に保つことが実証さ
れました。

チモシー採草地の維持管理についてチモシー採草地の維持管理について

技
術
の
扉

技
術
の
扉
北海道立北海道立
総合研究機構総合研究機構
酪農試験場酪農試験場酪農試験場　飼料生産技術グループ　中村　直樹

表 1．スラリーと化学肥料を合わせた養分供給量

年 処理区 A 圃場 B 圃場 C 圃場
N P2O5 K2O N P2O5 K2O N P2O5 K2O

2023 慣行 9 6 11 13 11 19 14 7 18
実証 6 10 18 7 10 16 8 10 14

2024 慣行 8 5 11 12 15 21 17 8 24
実証 9 3 17 9 5 15 11 8 20

2025 慣行 7 5 10 11 15 22 14 7 24
実証 6 5 20 10 8 18 16 8 21

写真1．実証試験圃場の様子写真1．実証試験圃場の様子

注1）�冠部被度調査：春は5月下旬から6月上旬に、秋
は収穫が遅かったR7年A圃場（10/31）を除き
9月下旬から10月上旬に実施した。

注2）TY：チモシー、マメ科：マメ科牧草、
　　　�イネ雑：イネ科雑草（主にシバムギ、リードカナ

リーグラス等の地下茎型雑草）
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図 1．冠部被度の推移
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　デントコーンの収穫適期は黄熟期です。この時期はエネルギーが高く、サイレー
ジ調製に適した乾物率（30％程度）になっています。黄熟期の目安は、おおよそ絹
糸抽出から50日後です。
　地際は消化性が低い部分であることや、土壌等の混入リスクを避けるため、刈取
り高は15cm以上確保して収穫します。
熟度の見方
　子実は登熟が進むにつれて、でん粉が外側から内側に向かって蓄積します。その
ため、子実の中央を割って断面を見て確認します。
　外側の黄色い部分はでん粉、内側の白い部分は乳汁で、この境界線（ミルクライ
ン）が１/２となったときが黄熟期です。子実を潰すとわずかに粉っぽいミルク状
の汁が出ます。

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

詳しくはホームページで 根室振興局  普及センター 

根室農業改良
普及センター

普及の窓

　近年、管内の飼料用とうもろこし（以下.デントコーン）の収穫開始
は９月中下旬頃となっています。収穫の前に、圃場のデントコーンの状態をチェックしてみましょう。

デントコーン収穫適期のデントコーン収穫適期の
目安と刈取り高さ目安と刈取り高さ

収穫のタイミングは子実の十分な登熟を優先します。
　一方で、病害による枯れ上がりや、強風による倒伏・折損の被害が
大きい場合は、発酵品質の低下を防ぐため収穫時期を早めることを検
討しましょう。

収穫適期の目安

こんな時は収穫のタイミングに注意が必要です

　カビによる病害
で、雄穂抽出期（管
内の平年は8月初
旬）以降の発生が
多く、茶～灰色の
病斑が見られ低温
多湿条件で発生し
やすくなります。
　枯れ上がりが早
くなるため、注意が必要です。乾物率が高くな
りすぎると踏圧不足によりサイレージ発酵品質
が低下し、２次発酵やカビの原因となります。

　８～９月の降水量が多く、
高温の際に登熟が進むと発生
しやすくなります。

　発生すると急速に茎葉が枯れ上がり、雌穂が
下垂します。地際の組織が破壊されるため、こ
れ以降の登熟や生長は見込めず、折損や倒伏が
発生しやすくなります。
　すす紋病発生圃場では併発に注意が必要です。

デント系品種では頂部にデント系品種では頂部に
“くぼみ”ができます。“くぼみ”ができます。

ミルクラインミルクライン

すす紋病

すす紋病が見られる葉すす紋病が見られる葉

根腐れによる枯れ上がりと雌穂の下垂根腐れによる枯れ上がりと雌穂の下垂

根腐病
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標津農
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つうしん

信

　７月12日㈰と13日㈪の２日間をとおして農高祭を実
施しました。日曜日を一般公開とし、クラスパフォー
マンスやPTAバザーを行いました。保護者や卒業生、
たくさんの地域の皆様にご来校いただき、生徒の活動
をご観覧いただきました。生徒の活躍が披露できるよ
う、より一層教育活動に努めてまいります。

　校内で行われる農業クラブ行事が終了
し、以降全道大会が開催されます。今年
度も地域の補助や協賛をいただき、以下
の大会に出場します。
１）８月７日㈮
　　全道技術競技大会
　　（運営校：旭川農業高校）15名出場
２）８月19日㈬～21日㈮
　　全道実績発表大会
　　（運営校：真狩高校）13名出場
　出場者を毎年輩出するようになり、生
徒の農業に関する基礎知識や発表力、創
造力の向上を感じています。数多くの生
徒が校外でも活躍し、自信をもって社会
で活躍できるよう活動を展開します。

　家畜審査競技、鑑定競技（分野畜産、分野野菜、分野食品）
に出場します。友達と一緒に技術競技大会に向けての勉強会
に参加し努力してきました。努力の結果が実るように頑張っ
てきます。

　学校や東北海道の代表として、これまでの練習を最大限発
揮できるよう、全力で取り組んできます。

令和８年度 第64回農高祭を開催しました！令和８年度 第64回農高祭を開催しました！

■全道技術競技大会

■全道実績発表大会

農業クラブ農業クラブ
全道大会へ出場します！全道大会へ出場します！

熱志会（運営）生徒より

▶
生
徒
の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す

　７月12日と13日に農高祭を行いました。
　１日目ではクラスパフォーマンスやPTAバザー、農高太鼓局の演奏を行い、２日目には熱志会企画と
有志発表を行いました。今年度もたくさんの方にきていただき、より地域に根差した行事にすることがで
きました。PTAの皆様、地域の皆様お忙しいなか、ご来校いただきありがとうございました。
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家の光図書 暮らしに役だつヒントがいっぱい!暮らしに役だつヒントがいっぱい!
202６年

８月上旬発売今月今月のの新刊新刊
■■お申込み・お問い合わせは■お申込み・お問い合わせは■

営農部 経営企画課
72-3721まで

見本が農協事務所に置いてあります見本が農協事務所に置いてあります
ので、お気軽にお立ち寄り下さい。ので、お気軽にお立ち寄り下さい。

最
新
版　

図
解

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
コ
メ
入
門　
第
３
版

身
近
な
食
材
と
フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
る

ワ
ン
パ
ン
薬
膳
ご
は
ん

レ
ン
チ
ン
す
る
だ
け
で
栄
養
満
点

60
歳
か
ら
の
冷
凍
作
り
お
き
完
全
食

好評の図解シリーズにて、コメ入門が
大改訂！ 「令和の米騒動」はなぜ起きた
のか？ についてもわかりやすく解説し
ます。丁寧な用語解説と、一目でわかる
図解の力で、日本農業の要である「コ
メ」のすべてを解き明かします。

フライパンひとつでメインおかずから、
スープ、副菜まで、これ１冊で毎日のお
かずが全部薬膳に。難しいことなし、疲
れた日こそ食べたい、心と体をいたわ
るレシピを多数掲載。

大好評『60歳からのおいしい完全食』
の第2弾。今回は「冷凍作りおき」を
テーマに、手軽にできておいしく栄養が
とれる食事法とレシピを紹介。夏の面
倒な料理も、冷凍つくりおきでバランス
よく食事が摂れます。

西川　邦夫 監修
定価：本体1,700円＋税

齋藤奈々子 著
定価：本体1,500円＋税

荻野　恭子 著
定価：本体1,700円＋税

脳トレ!
手足の体操

　左右の指1本ずつだけで、ペンを落とさないように支える体操
です。
　ペンを指先だけで上手に支えるためには、左右の指に同じだけ
力を込める必要があります。物をつまむときや、手先を使った細
かな作業をするときに必要な指先のバランス感覚が鍛えられま
す。とがったペンを使うときは、必ずキャップを付けてから行い
ましょう。

※初めは無理をせず、ゆっくりとできる範囲で続けましょう。

ペン送り体操でペン送り体操で
　 集中力を鍛える　 集中力を鍛える

健康生活研究所所長●堤　喜久雄

ペン送り体操

1 32 4
ペンの両端を指先をそ
ろえて持ち、胸の前で
構えます。

両腕を前へ伸ばしながら、両手
の親指の指先でペンを落とさな
いように支えます。

1に戻ります。 両腕を前へ伸ばしながら、両手
の人さし指の指先でペンを落と
さないように支えます。
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2026年７月
１㈬ ホクレン十勝和牛市場、

新採用職員オリエンテーション

７㈫ 内部監査～10日

12㈰ 根室管内農協役職員野球大会

16㈭ 情報系端末操作研修～17日

17㈮ 根室管内和牛共進会

21㈫ 新事務所事業開始

23㈭ ホクレン根室乳牛市場

27㈪ 第２回管理購買委員会、第２回生産委員会

28㈫ 第３回営農委員会

31㈮ ホクレン十勝和牛市場

2026年８月
１㈯ 桜ヶ丘SS洗車カードキャンペーン～7日

２㈰

３㈪

４㈫ 第５回理事会

５㈬

６㈭ 定期監査～７日

７㈮

８㈯

９㈰

10㈪

11㈫ 山の日

12㈬

13㈭

14㈮

15㈯

16㈰

17㈪

18㈫

19㈬

20㈭

21㈮

22㈯ 根室管内ホルスタイン共進会

23㈰

24㈪ ホクレン根室乳牛市場

25㈫

26㈬

27㈭

28㈮ 北海道肉用牛共進会～29日

29㈯

30㈰

31㈪

❶�ナスはへたを取り、半分の長さに切ってから縦４等
分にする。皮には斜めに隠し包丁を入れる。
❷�フライパンや揚げ鍋に油を深さ3㎝ほど入れて170
度に熱し、①のナスを入れてひっくり返しながら両
面にほんのり焼き色が付くまで3、4分揚げる。揚
げ上がったらよく油を切っておく。
❸�Aを鍋に入れて火にかけ、②のナスを入れて一煮立
ちしたら火を止め、冷ます。
❹�そうめんを袋の表示時間通りにゆでて冷水（材料外）
で締める。よく水気を切って、一人分ずつ器に盛り
付ける。
❺�④に③をかける。上から好みの薬味をのせて出来上
がり。

作り方

▪ナス.......................................２本（160g）
▪油...........................................................適量
　　▪だし汁（かつおだし）...............200ml
Ａ　▪しょうゆ

...............................大さじ２
　　▪みりん...................................大さじ１
　　▪砂糖....................................大さじ1/2
▪そうめん................................................４束
▪好みの薬味（�大葉、ミョウガ、おろししょ

うが、ゴマなど）.........適宜

材料
２人分

組合動静

行事予定表

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

常備菜にも使える
夏野菜活用レシピ

とろとろでジューシーな
揚げナスは夏のごちそう

　ナスに隠し包丁を入れると
皮の食感が良くなり、味が染
みておいしくなります。Aの
代わりに、かけつゆの濃度に
希釈しためんつゆ（250ml）
を活用するとお手軽です。

ポイント

ナスの揚げ浸しそうめんナスの揚げ浸しそうめん
※写真は盛り付け例※写真は盛り付け例

●�ナスの揚げ浸し（作り方
①～③）を多めに作って
常備菜に
●�カボチャやシシトウ、オ
クラなど好みの野菜を加
える
●�ラー油や梅干しを加える

アレンジ



ＪＡなかしべつ広報誌 夢広がるなかしべつ 

令和８年８月号 回答用紙 

お名前：          地区                 

応募の際には一言コメントなどを必ずお願いいたします。 

また、応募できる方は中標津町民の方のみとさせて頂きます。 

【募集内容】日々の雑感、ポエム、川柳、中標津のみどころ、おいしい食べ物屋さん情報。 

■  なかしべつの特産品・農畜産物の消費拡大に向けてのご意見、とっておき情報なども 

募集しています。 

 

■ 送信先 → 経営企画課組織広報係 

メール： janakashibetsu.soshikikoho@gmail.com 

       ＦＡＸ：７２－５９８３ 

       はがき：〒086-1007 標津郡中標津町東７条南２丁目１番地 

 

■ 本名掲載不可の方はペンネーム（ＰＮ）→ 

 

■ ８月号 クロスワードパズルの答え →  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 提出期限 

令和８年８月２４日（月）までにお願いします。 


